


ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。



ご使用前に背パットを上げて背もたれ部の布地が破れていないか確認し、その他の部分
にも破れがないか確認する。（小さな破れでも直ちに使用を中止し、電源プラグを抜き、
修理を依頼して下さい。）布地が破れた状態で使用すると、感電やけがのおそれがあります。

ポイントナビで体形検出したときは、必ず肩位置が合っているか確認する。
合っていないときは高さ調節ボタンで合わせてください。
（自動コース、選択機能の「全体」のとき。）事故やけがのおそれがあります。

リクライニングするときや脚部を上げ下げするときは、うしろや脚部の下などに人やペット、
物がないことを確認する。事故やけが、家財を傷めるおそれがあります。

妊娠中の人または、出産直後の人





しばらく使用しなかった場合、もう一度取扱説明書をよく読み、機器が正常に動作する
ことを確認してから使用する。



（断面）
5mm

背もたれ部を矢印の方向に起こし、ストッパー
(◯部分）が固定されるのをご確認ください。
(カチッと音がします。）

背もたれ部の下にあるストッパー（◯部分）
を矢印のように押し下げ、背もたれ部を前に
ゆっくり倒してください。
※急に倒れないように注意してください。

・取扱説明書

・組み立てチラシ

・カンタン操作ガイド

・保証書

取扱説明書などの書類



背パットは、背もたれのファスナーに取り付けます。枕は、背パットのマジックテープに取り付けます。

目隠しカバー 目隠しカバー

1.本体左側の肘掛部に付いている
　目隠しカバーをはずします。

3.目隠しカバーを
　取り付けます。

2.リモコンスタンドを取付けネジで
　2箇所しっかりと止めてください。



60cm以上 60cm以上リクライニングしたとき脚部も上がりますので、
あたらないようあらかじめ、前後方向に60cm
以上のすき間をあけてください。

人や物を乗せて移動しないでください。転倒のおそれがあります。



背もたれ部
背中全体のマッサージを
行います。

尻

メカ（もみ玉）の
マッサージ領域

もも

足首

ふくらはぎ

足裏
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液晶表示部
情報を表示します。

「メニュー」ボタン
  現在行っているマッサージの調節が
  できます。

「十字キー」
  様々な場面で選択を行うときに使用
  します。

「決定」ボタン
  選択を決定します。

「収納」ボタン
  背もたれと脚部を収納します。
  ※背もたれは完全には
  　起き上がりません。

「入/切」ボタン
  マッサージの開始と終了を
  行います。

「停止」ボタン
  すぐにマッサージを停止します。

「自動コース」ボタン
  マッサージの内容を10種類の
  自動コースから選べます。

「スキップ」ボタン
  自動コース中に現在行っているマッ
  サージを中止し、次のマッサージ部
  位に移ることができます。

「リピート」ボタン
  自動コース中に現在行っているマッ
  サージを再度行うことができます。

「起こす」「倒す」ボタン
  背もたれと脚部の角度を調節でき
  ます。脚部は背もたれと連動し
  ます。
  ※リクライニング中はエアー、
  　たたき動作は停止します。

「機能」ボタン
  23種類のマッサージの中からお好
  みの動作を選べます。

「エアー」ボタン
  エアーマッサージしたい部位を
  2種類の中から選べます。

リモコン

「上げる」「下げる」ボタン
  脚部の角度を調節できます。
  ※上下中はエアーを停止します。

「高さ調節」ボタン
肩と腰位置の微調節ができます。
※「機能」ボタン使用時はもみ玉の
　位置を上下に移動できます。



マッサージを開始するときに　　　を押すと、自動的に脚部が約40°まで上がります。
※周囲の確認は必ず行ってください。
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椅子の調節のしかた

リクライニングの使い方

リクライニングの　　を押し続けると
背もたれが倒れ、脚部が上がります。
深く倒すほど、もみ玉の刺激が強くな
ります。

起きた状態 倒れた状態
背もたれのリクライニング角度によって、
脚部の角度も変わります。

●

マッサージ中にリクライニングするときは、マッサージの強さをみながら徐々に倒してください。

背もたれ部、肘掛部、脚部には乗らない。
使用者、本体が転倒して、
事故やけがのおそれがあり
ます。

注意

1背もたれを倒すときは、リク
ライニングの　　を押します。

お好みの角度でリクライニングの　　から
手を離します。

●

●

2背もたれを起こすときは、リク
ライニングの　　を押します。
リクライニングの　　を押し続けると背も
たれが起き、脚部が下がります。

リクライニングするときや脚部を上げ下
げするときは、うしろや脚部の下などに
人やペット、物がないことを確認する。
事故やけが、家財を傷めるおそれがあります。

警告

3

4

5脚部の使い方

上げた状態

3 脚部を上げるときは脚部の 　を
押します。

お好みの角度で脚部の
　　から手を離します。

4脚部を下げるときは
脚部の　 を押します。

脚部の　　を押し続けると
脚部が上がります。

●

● 脚部の　　を押し続け
ると脚部が下がります。

収納の使い方

5背もたれと脚部を収納するときは
　 を押します。
背もたれが約132°まで起き上がり、脚部は下
限位置まで下がります。
収納は液晶表示部が初期状態にあるときのみ選択で
きます。
背もたれは完全には起き上がらず途中で止まります。
さらに起こすときは、リクライニングの
　　を押すと、完全に起き上がります。

●

※

※

※

※

※



マッサージの基本動作

メカ（もみ玉）によるマッサージ

エアーによるマッサージ

3Dたたき
リズミカルな連打に前後の立体的な動きを加
えマッサージします。

下から押し上げ、ストレッチ感覚でマッサー
ジします。

ストレッチ

リズミカルな連打で筋肉をほぐしながら、下
から押し上げます。

ストレッチたたき

下から上へ筋肉を前後の立体的な動きを加え
もみほぐします。

3Dもみ上げ

足裏・足首・ふくらはぎをじっくりマッサージ
します。

脚

もも・尻を順に裏から押し上げるようにマッ
サージします。

もも・尻

パルス

ほかのエアーマッサージ部位と同時にふくら
はぎがマッサージできます。

脚同時

ふくらはぎ・もものエアーが膨らんだ状態で、
椅子の脚部が下がるストレッチ感覚のマッ
サージです。

フットストレッチ

腰まわりをじっくりもみほぐします。

腰極もみ

腰まわりをリズミカルな動きで、じっくり
マッサージします。

腰極たたき

背筋をのばすように、ローリングします。

背筋のばし

筋肉をもみほぐしながら、下から押し上げます。

ストレッチもみ上げ

もみながらたたく細かな動きでもみほぐしな
がら、下から押し上げます。

ストレッチさざなみ

上から下へ筋肉を前後の立体的な動きを加え
もみほぐします。

3Dもみ下げ

もみながらたたく細かな動きに前後の立体的
な動きを加えマッサージします。

3Dさざなみ

もみ上げ
下から上へ筋肉をもみほぐします。

上から下へ筋肉をもみほぐします。

もみ下げ

リズミカルな連打で筋肉の疲れをとります。

たたき

もみながらたたく細かな動きで疲労をやわら
げます。

さざなみ

手のひらでやさしくさするようにマッサージ
します。

さすり

下から上へ筋肉を深くもみほぐします。

深もみ上げ

上から下へ筋肉を深くもみほぐします。

深もみ下げ

一箇所を集中してコリをほぐします。

指圧

首筋全体のコリをほぐします。

首ほぐし

上から肩まわりをじっくりもみほぐします。

極もみ

上から肩まわりをリズミカルな動きで、じっ
くりマッサージします。

極たたき

腰を重点的にマッサージします。

腰尻マッサージ

パルスを選ぶとエアーによるマッサージが小刻
みに回数多く行われます。
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自動コースの使い方

自動コースの一覧が表示されます。
　　 を押さなくても5秒後にはスタートします。（以後も全て同じ。）

●

スタンバイ位置まで自動で脚部が上がります。（途中で止めたいときは　　　　
を押します。）
待機画面が表示されます。
椅子に深く腰をかけて、頭を背もたれにつけるようにゆったりともたれてください。

1　　　を押します。
●

「首・肩」「全身」「腰」「短縮」の4つのコースの中から選択します。●

3　　　または　　　でお好みのコースを選択し、　　を
押す。

● 自動コースからほかの自動コースへ変更する場合、自動コース以外のマッサージから自動コースへ
変更する場合。（Ｐ27参照）

2　　　を押す。または　　　で「自動」を選択し、　　
を押す。

※

4選んだコース名が表示され、自動コースがスタートする
とともに体形検出動作が始まります。
「短縮」コースを選択した場合は、体形検出を行いません。●

5体形検出中は、検出ポイントが点灯し、検
出インジケータで検出レベルを表示します。

6体形検出につづいて所定の肩位置に移動します。

※人が座っていない時や、体形検出できなかった時は「体形
検出ができませんでした。」が表示されますのでもう一度
　　　を押して体形検出を行ってください。

7所定の肩位置が合わないときは、お好みの肩位置に合わ
せて微調節できます。「ピッ、ピッ…」のブザーが鳴っ

ている間に、　　を押して調節し、　 を押す。
● このとき、 　　でもみ玉の前後位置も調節できます。自動コース中の「首
ほぐし」「極もみ」「極たたき」動作時に調節した前後位置でマッサージし
ます。（「全身」と「首・肩」の「疲労回復」コース時のみ有効。）

　　　を押して体形検出すると、マッサージを終了するまで体形を記憶します。記憶した体形を
変更したい場合は　　　を押して終了してから、再度はじめてください。

●

肩位置の微調節は高さ調節の　　　　でも調節できます。●
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もみ玉は収納位置まで移動します。
もみ玉が収納された後、初期画面が表示されます。

　　　を押してください。
●

●

●

●

自動コースが終了すると、自動的にも
み玉が収納位置まで戻ります。

11
誤ってリモコンを操作して動き出すことを防止します。  ●

使用後は、電源スイッチを「切」にし
てください。

　　　を押してください。
もみ玉は現在の位置を保ったまま停止します。
待機画面が表示されます。

注意
ご使用後は電源スイッチ
を切る。
子供のいたずらなどによる
事故の原因になります。

ただちにマッサージを停止する場合 途中でマッサージを終了する場合

自動コース名

メカ（もみ玉）の現在位置
メカ（もみ玉）の強さ

エアーの強さ
エアーの動作状態
エアーオプション機能

8肩位置微調節の、受付
時間が経過すると、あ
なたの背筋カーブを表
示します。

9 現在マッサージ中の自動コースが液晶
画面に表示されます。

●

●

●

現在のマッサージの内容
次のマッサージの内容

残り時間

つづく












































